
 

 

３月２日に、担任の小島先生の透き通った声による「本日、卒業証書を授与される者」のことばで本校最後の卒業証書授与式が始まりま

した。卒業証書と共に、校長から３年間の活躍や成長の紹介を含めた激励の言葉が、２９名の卒業生一人ひとりに贈られました。証書を手

にした卒業生は、父母からの温かいメッセージを受け、これまでの感謝の想いや将来の抱負をステージ上で披露しました。真剣な表情の中

に、今後の決意と活躍を感じる感動の一場面でした。退場はＢＧＭが流れる中、卒業生が体育館後方に一列に並び、クラス代表の号令のも

と、「ありがとうございました。」 と大きな声で挨拶し温かい拍手に見送られ本校を巣立ってゆきました。 
 

  

第第５５７７回回  卒卒業業証証書書授授与与式式 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             ＜卒業証書を受け取る生徒達＞                  ＜式歌斉唱“旅立ちの日に”＞ 
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感謝の言葉 
 
  私達がこの学校に入学したばかりの頃は、まだ学校の知識は浅く、知っていたことは、妹背牛という小さな町の小さな学校で、バレーボール

が有名だということぐらいでした。これから始まる新たな学校生活に夢や希望を膨らませる中、閉校の事実を知ったのは入学してからわずか２

ヶ月後のことでした。「生徒募集停止」「私達が最後の卒業生」とあまりに急な出来事に、すぐに受け止めることは出来ませんでした。これから

どうなってしまうのか、学校生活にも不安を抱き始めました。そのような中、町・同窓生・保護者の皆様を中心に、存続を求める署名活動を行

ってくださり、約１２万名もの署名を集めてくださいました。また、平成１８年７月２６日に行われました、存続を訴える町民集会での皆様の

お言葉１つ１つが胸に響き、涙を浮かべたことを今でも覚えております。閉校は決定しましたが、全国の皆様に応援して頂いていることを実感

し、私達は大変幸せであり、新たな１歩を踏み出す勇気を頂きました。これほど応援をして頂けるのも、これまでの５９年間の伝統を築き上げ

てくださった同窓生の先輩のおかげだと感じています。私たちは、長年の支援をしてくださった妹背牛町の皆様、この学校の素晴らしい伝統を

築いてくださった多くの先輩方、いつも私たちのことを温かく見守ってくださった家族や親戚の方々と教職員の皆様、そして、この妹背牛商業

高校に関わり５９年応援してくださった全ての皆様にお礼の言葉を伝えたいです。皆様は、私達の大きな心の支えとなってくださいました。皆

様のおかげで私達２９名は決して寂しい思いをすることはありませんでした。妹背牛商業高校に入学し卒業したことを生涯誇りに思います。妹

背牛町をはじめ全道、全国の皆様に支えられ、私達は幸せでした。青春の故郷、妹背牛町に閉校記念シンボル桜が開花し、お世話になりました

町民の皆様に愛され、私たちが集いの場所となることを楽しみにしています。皆さん、本当にありがとうございました。 
平成２１年３月２日 北海道妹背牛商業高等学校 閉校式典実行委員会生徒代表 鈴木 閑

のどか

 
 
 
 
 
 
 

＜生徒代表挨拶＞ 

 
 
 
 
 

 
＜生徒披露：創作ダンス＞                                    ＜校舎外壁：モザイクアート＞ 

― お知らせ ー 『平成21年4月1日より変更』 

１．証明書等（卒業証明書等）の発行は、深川西高等学校が行います。 住所：深川市西町７番３１号  Tel：0164-23-2263

２．全商検定取得に関する問い合わせは、深川東高等学校が行います。 住所：深川市８条５番１０号  Tel：0164-23-3561


